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＜病棟連絡事項＞
・15:00～定期心電図検査実施しています。泉川　ケイ子様、金山　辰巳様の2名は検査に拒否あり、後日実施予定となりました。
・第3回法人研修のお知らせ

日　時：2024年8月7日（水）17:30～

場　所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

テーマ：「医療安全管理対策について」

講　師：株式会社　サンメディカル　佐々木氏

ビデオ研修日時：8月9日（金）17:30～

場　所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール

みさわビデオ研修については、開催日が決まり次第掲示します。

※出席する際はマスク着用し、着席する際は席の間隔をあけるようにして下さい。

問い合わせは第３回法人研修の担当までお願いします。
・カスタマーハラスメントの標語募集が来ています。各自1句考えて7/23までに松沢SGMまで送って下さい。その中から2～3句多数決で委員会へ提出します。
＜ベッドコントロール＞
・本日転入出無し。
・松橋　光貴様～Aユニット45号室からBユニット21号室へ移動しています。
・根岸　恵利子様～7/20デポ剤実施予定の為、東病棟へ転出予定となっています。
＜患者様連絡事項＞
・佐々木　友彦様～昨日代理受診で御家族が持参して下さった持参薬を鑑別にかけています。
・船田　泰子様～湿布薬処方希望あり、主治医よりハップスター4袋処方して頂いています。
・松川　順子様～9:00～14:30北病棟体験を行っています。
・駒木　洋士様～本日15:00～ケア会議実施しています。詳細は看護記録を参照して下さい。
・廣瀬　智幸様～本日16:00～いっぽの会参加の為、送迎対応をしています(主治医より外出許可を頂いています)。又、本日夕に服薬自己管理1週間分セット予定（7/20～）となっています。
・東野　愛様～不穏時）リスパダール内用液（1）1Pの残数無く、主治医不在の為、村上Dr.より5回分処方して頂いています。
・山崎　まり子様～7/23ケアマネとの外出予定に関してPSWやケアマネに確認を取り、同日の外出はキャンセルとし、8/8又は8/9の午前中で調整していく事となりました。後日外出日時が決まり次第、連絡を頂く事となっています（外出延期に関する詳細はPSW記録簿を参照）。
・金山　辰巳様～午後妻様より架電あり、本人が連日会社に電話し困っているとの事で本人が電話希望した際は奥様の連絡先を都度メモでお渡しして携帯電話に掛けさせるようにしてほしいと希望あり、病棟スタッフは各自周知をお願いします。
・萬谷　正幸様～院外の歯科受診をしたいと希望あり、妹様付き添いで7/23（火）9:00～14:00で昼食は外食するとの事です。外出申請を行い、主治医より外出許可となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・松橋　光貴様～必要時はスタッフに声を掛け、環境についての質問あり。不調や不穏さは無く、日課への取り組みも良好である。
・高柳　和子様～朝食前の声掛け時は持ち歩いているペットボトル内に潰した虫を入れている事あり、回収を要している。又、昼食後薬の声掛けの際にも奇声・独語やベッドフレームを叩く等の奇異行為が見られている。疎通性は不良。迷惑行為や他者トラブルは無く経過。
・安達　貴浩様～昨日は幻聴・被害妄想様の言動が聞かれており、大声で叫ぶ、コップを投げる、冷蔵庫を蹴る等の易怒性・粗暴性が見られていた。頓服薬は服用せずに徐々に落ち着いたが、情動の不安定さは持続している。本日は8:55「調子が悪い。」と訴え、不調時薬を内服されている。以後も表情は硬く、工事関係者や特定女性患者様数名に対する被害的言動・幻聴に関連した言動が聞かれ、都度現実検討を促しているが、了解悪さあり。12:15再度不穏時薬内服希望にてリスペリドンOD錠（1）1Tを内服している。不穏・他者トラブルは無く経過している。
・飯田　修子様～同室者との物のやり取り（嗜好品や衣類等）を行っている場面が見られており、注意・介入を要している。注意にも理解不良で言い訳を繰り返す。引き続き物のやり取りや他者トラブルには注意して観察・対応を行っていく。
＜疾病教育取り組み状況確認＞
・各自受け持ち患者様の疾病教育を進めていきましょう。
＜園芸療法取り組み状況確認＞
・患者様の参加状況を園芸療法の記録に残しながら、適宜参加の声掛けを行ってプログラムを進めていきましょう。
